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最近のマスコミ批判と新聞報道の裏側 

フジサンケイ広報フォーラム9月・月例会は、産経新聞編集局メディア編成

本部長兼産経ニュース編集長の酒井孝太郎氏をお招きし、最近のマ

スコミ報道の在り方などについてお話しいただきました。 

 

新聞記者にとって、他紙に先んじて特ダネを打つことがモチベーションとなっている。そ

の記者の評価に繋がるからだ。しかし、その特ダネの内容と世の中が本当に求めている情

報とが合致しておらず、特ダネ競争は所詮、新聞社などオールドメディア内での功名争い

だという批判もある。 

新聞社などの強みは、官庁や企業などから一次情報をとれることだ。しかし、最近では、

情報源の側が、新聞社に先んじて情報をオープンにする傾向にあり、新聞社の優位性もや

や薄れてきた感があるのも事実だ。それでも優秀な記者は、取材対象と深い信頼関係を構

築しすごい情報をとってくるし、それをいち早く報ずることが現在にあっても、新聞社の

務めだと考えている。 

最近、フリーランスやユーチューバー記者といった新しいタイプのジャーナリストが目に

つくようになった。誤解を恐れずに言うと、彼らの多くは真偽不明の刺激的な内容の情報

を自身の動画サイトに上げ、金を稼ぐことを生業としている。新聞社をはじめとしてオー

ルドメディアは報道しない自由を掲げ、真実を伝えていないと批判し人気を集めているサ

イトもある。 

様々な批判があるのは承知しているが、新聞報道を通じて事実を広く国民に知らせること

が使命だと考えているし、それが民主主義を守る一助だと多くの記者は信じている。中に

は、ファクトと自分の論評を織り交ぜて、世論を誘導する記事も目にするが、これは絶対

あってはならないことだ。新聞記事はあくまでも、ファクトを淡々と伝えるべきで、その

ような記事作りに日々努めている。 

最後に付き合うべき記者の見分け方を述べたい。得意分野を持っている記者とは、担当が

外れても付き合った方がよい。また、口先だけではなく、親身に相談に乗ってくれる記者

との関係は大事にすべきだ。記者の強みは様々な分野の人々と接し、豊富な情報を持って

いることだ。広報担当者にとって、そうした記者と良好な人間関係を築いておくことは、

必ずプラスに働くと思われる。 




